
国
土
交
通
省
は
、
日
年
度
か
ら
5
年
間

ゐ
「
情
報
化
施
工
推
進
戦
略
」
を
策
定
し

た
口
情
報
通
信
技
術

(
I
C
T
)
を
工
事

に
活
用
し
て
社
会
資
本
の
質
を
高
め
、
維

持
管
理
・
更
新
を
的
確
に
行
え
る
よ
う
に

す
る
と
い
う
情
報
化
施
工
の
目
的
達
成
に

向
け
て
「
五
つ
の
重
点
目
標
と
日
の
取
り

組
み
」
を
設
定
し
た
H
衰
1
参
照
。
ー
日
年

度
か
ら
1
万
立
方
針
以
上
の
土
工
工
事
で

使
用
を
原
則
化
す
る
一
般
佑
技
術
「
ト
ー

タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(
T
S
)
に
よ
る
出

来
形
管
理
技
術
」
の
適
用
範
囲
の
拡
大
。

重
機
を
自
動
制
御
す
る
マ
シ
ン
コ
ン
ト
U

i
ル

(
M
C
)
、
重
機
操
作
を
サ
ポ
ー
ト

ν

す
る
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス

(
M
G
)
な
ど

J

の
普
及
に
も
取
り
組
む
。

(
編
集
部
・
岩
本
英
司
)

表1.;情報化施工推進戦略 1五つの重点目標と10の取り組み
謹遡畳璽耳目睡蓮重重量1:1:1画富岡m同音躍震調副主宰

1、情報化施主による施工管理要領、監督・検査要領の整備

2情報化施工の定量的な評価の実施

3 技術基準類{設計ー施工〉の整備

4 C1Mと連携したデ←タ共有事法の作成 、

藷置軍軍事置軍璽霊童題留置富田霊盟理園霊童藍霊童盟詰「

5塑主亙埜塑主堅空豆埜型空聖丞巨望亙宣る仕組み作り九 J

謹鵠tli右田町強詰艶包鍾i頑固倒閣長虚彊ヨ副書官主

6 二両日正課面高雇雇ナプ
ァ、ユ{ザーが容易に調達できる環境の整備 J

盟盟謹盟誼盟i留置趨謹調融器官通量跡Z

，8情報発信め強化

9 情報化施工の導入現場の公開や支援の充実

調I覇軍富田富B 壷護軍置詔at!JJA寵蓮田苗m!]彊ヨ罰蚕r
10研究の継続と内容の充実 t 
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4
1
一、
一
l
{
J
J
;
-
O曹
司
。
有

I
l
-
-
E
S
l
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。曹司、。

に
は
約
8
倍
の
6
I
0件
ま
で
拡
大
し
の
見
直
し
を
行
う
ご
と
な
ど
が
必
要
こ

た

。

な

る

と

し

た

D

ま

た

よ

c
Tを
駆
舵
一
般
化
技
術
ヘ
普
及
措
置
園

戦
略
を
検
討
し
た
情
報
伯
施
工
推
進
し
て
設
計
、
施
工
、
協
議
、
維
持
管
理

U

1

直
轄
工
事
で
の
情
報
化
施
工
の
普
及

会
議
(
委
員
長
・
建
山
和
由
立
命
館
大
な
ど
の
情
報
を
一
元
化
す
る
方
策
と
し
拡
大
に
向
け
て
前
戦
略
で
は
x
M
C
モ

教
授
V

は
「
技
術
を
使
っ
て
、
技
術
を
知
て
同
賓
が
検
討
し
七
い
る
コ
ン
ス
ト
ラ
千
タ
l
グ
レ
ー
ダ
ー
技
術
と
T
S
は
よ

る
と
い
う
面
で
大
き
な
成
果
を
得
た
」

i

ク
シ
ョ
ン
ι

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
る
土
エ
工
事
の
出
来
形
管
理
技
術
を
日

と

評

価

し

て

い

る

。

、

モ

デ

リ

ン

グ

(
C
I
M
)
と
も
連
携
し
、
年
度
か
ら
一
般
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

蓄
積
デ
ー
タ
で
効
果
把
握
園
建
設
事
業
全
体
の
効
率
化
方
策
を
具
体
し
て
き
た
o
U年
度
に
各
技
術
は
、
対

化
ず
る
方
向
も
打
ち
出
し
た
。
ー
象
工
事
の
半
数
を
超
え
て
活
用
さ
れ
、
、

そ
の
一
方
で
、
情
報
化
施
工
の
特
性
直
轄
工
事
で
の
使
用
を
原
則
化
し
た
一
定
の
効
果
も
確
認
さ
れ
た
O

Q

を
生
か
す
技
術
基
準
類
や
入
札
・
契
約
一
般
化
技
術
だ
け
で
な
く
、
一
般
佑
推
そ
の
結
果
、
従
来
手
法
と
コ
ス
ト
が

、
制
度
な
ど
の
ル
ー
ル
見
直
し
ゃ
効
率
的
i

進
技
術
や
実
用
化
検
討
技
術
の
活
用
を
同
等
と
認
め
ら
れ
た
T
Sに
、
去
る
出
来

な
運
用
と
い
う
面
は
ま
だ
不
十
分
と
の
地
方
恒
治
体
を
合
め
て
進
め
、
重
機
制
形
管
理
技
術
(
土
工
)
は
、
日
年
度
か

指
摘
も
あ
る
。
今
回
策
定
し

s

た
新
戦
略
御
な
ぎ
の
前
提
と
な
る
効
率
的
な
デ
l

ら
1
万
立
方
M
以
上
旬
使
用
を
原
則
化

で
は
、
情
報
化
施
工
を
め
ぐ
る
現
状
を
夕
作
成
や
そ
の
運
用
を
行
え
る
人
材
育
ず
る
一
般
技
術
に
格
上
げ
さ
れ
た
J

一

整
理
。
そ
の
特
性
を
生
か
す
た
め
の
ル
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
'o

方
、
従
来
施
工
よ
り
コ
そ
か
高
ζ
な

る
M
C
モ
ー
タ
ー
グ
レ
ー
ダ
ー
の
戸
般

化
は
見
送
り
、
他
の
一
般
推
進
技
術
、

実
用
他
検
討
技
術
と
と
も
に
引
き
続
き

普
及
措
置
を
講
り
な
が
ら
1

1

刊
一
般
化
技

術
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
川
表

2
参

照
。
?

M
C
、ー

ル
見
直
し
ゃ
、
効
率
的
な
運
用
が
で

る
直
轄
工
事
で
活
用
8
倍
に
圃

な

t

t

き
る
入
材
育
成
の
仕
組
み
作
り
な
ど
に

色
情
報
化
施
工
で
は
、
調
査
・
設
計
・
'
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

一
一
施
工
・
維
持
管
理
と
い
う
建
設
生
産
の
新
戦
略
で
設
定
し
た
五
つ
の
重
点
目

点
ー
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、

I
C
T

標
と
叩
の
取
り
組
み
は
、
今
後
5
年
間

誌
の
活
用
を
通
じ
て
他
の
プ
ロ
セ
ス
の
情
の
大
き
な
柱
と
し
て
推
進
す
る
。

霊
報
と
相
互
連
携
。
生
産
性
、
-
施
工
の
品

J

前
戦
略
で
取
り
組
ん
だ
情
報
化
施
工

沌
質
、
建
設
事
業
に
対
す
る
信
頼
性
向
上
の
実
績
で
は
、
条
件
に
も
よ
る
が
施
工

酬

を

図

る
o

r

品
質
や
精
度
の
向
上
と
コ
ス
ト
削
減
の

建
国
交
省
は
こ
う
し
た
視
点
か
ら
九
建
，
両
立
が
可
能
な
こ
と
が
判
明
し
た
。
だ

ーー

鞠
設
施
工
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
だ
、
出
来
栄
え
が
良
く
べ
品
質
の
ば
ら

引
し
い
る
た
め
の
戦
略
的
な
方
策
を
示
し
た
前
つ
き
の
か
さ
い
確
実
な
施
工
が
構
造
物

別
「
情
報
化
施
工
推
進
戦
略
」

(
ω

ゅ
う
ロ
の
寿
命
や
耐
久
性
向
上
に
ど
の
よ
う
に

i

節
年
度
)
を
策
定
。
情
報
化
施
工
の
導
入
寄
与
し
て
い
る
か
を
定
量
的
に
評
価
す

柄
引
効
果
が
期
待
で
き
そ
う
な
技
術
を
直
轄
る
ま
で
に
は
至
ヲ
て
い
な
い
。

配
工
事
で
活
用
し
、
普
及
に
取
り
組
ん
で
そ
の
た
め
新
戦
略
で
は
、
情
報
化
施

化
、
き
た
。
そ
の
結
果
、
情
報
化
施
工
を
活
工
を
活
用
し
て
効
率
的
広
デ
ー
タ
を
蓄

轍
府
し
た
工
事
は
侃
年
度
に
穿
け
だ
っ
た
積
・
解
析
し
、
デ
ー
タ
応
基
「
づ
く
導
入

f

の
が
、
ロ
年
度
(
凶
年
2
月
末
現
在
)
、
効
果
の
定
量
的
な
評
価
や
技
術
基
準
類

山、 k 埼H
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